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１ 教育研修課事業の重点課題 

（１）教育研究・教材等開発支援 

○主な事業 

事 業 名 種別 内  容 

授業力向上プラン 改善 

･わかる授業アクションプランの一環として、校園内研修担当者

会を開催し、研修担当者同士のつながりを深めるとともに資質

向上を図る。 

･スペシャリスト派遣事業、授業力向上プラン推進校として、
学校園の校園内研修の支援を行い、校園内研修の充実と授業
（保育）力の向上を図る。 
･学校園との連携を密にし、できる限り多くの学校園を支援で
きるようにする。 

教育実践研究助成 継続 
･３年間、学校園やグループ等に対して、研究支援を行うことで

教職員の資質・能力・意欲の向上を図る。また、その研究成

果を発信する場を設定し、各学校園に広める。 

教育研究員制度 継続 

・市立学校園から研究員を募り、喫緊の教育課題や先進的な研究

を２年間継続して行い、研究成果を広く発信するとともに、本

市教育の施策立案の一助とする。 

･学校園への取組に活用されるよう成果の共有化を図る。 

教育情報交流展「姫
路きょういくメッ
セ」 

継続 

･市立学校園の実践紹介のパネルを展示するなど、市民に広く姫

路市の教育情報を発信する。メッセ終了後には「アフターキャ

ラバン」として市内商業施設において、学校園実践紹介パネル

の展示を行う。 

･市民に広く広報するとともに、展示物の精選を行い、より市民

に開かれたものとなるようにする。 

ジュニア姫路検定 継続 

･市内各所の施設等と連携し、学びの場を提供することで、子供

の興味・関心に応じた力を伸ばすとともにふるさと姫路を思う

心を養う。 

･市民に広くＰＲするとともに、連携施設との連携を密にし、よ

り子供の興味や関心に応えられるようにする。 

教育図書・資料室、
教材開発室の整備 

継続 

･教育図書や紀要、指導案や板書・保育記録データの収集を行
い、最新の教育情報の充実に努め、利用者の求める情報を提
供する。 

･今あるものを有効に活用できるように環境整備を行うとと
もに、収集した情報の広報を充実させることで、利用しやす
い環境を整える。 

○事業の重点課題 
 

 

 

 

○評価指標 

 指標項目 
平成 30 年度 

実績値 
令和元年度 
目標値 

スペシャリスト派遣事業の実施回数 80 回 85 回 

ジュニア姫路検定受検者数 2,297 人 2,100 人 

 

♦ 学校園の校園内研修の支援の充実 

♦ ジュニア姫路検定の充実 
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（２）教職員研修 

  ○主な事業 

事 業 名 種別 内  容 

教職員研修 

新学習指導要領等 

対応研修 
改善 

･新学習指導要領及び新幼稚園教育要領について

の理解を深める。 

･新学習指導要領及び新幼稚園教育要領に対応し

た実践的指導力の向上を図る。 

ライフステージ別 

研修 
改善 

･ライフステージ別重点目標に基づき、教職経験

に応じて求められる資質・能力の向上を図ると

ともに、各ステージにおける教職員としての自

覚を高める。 

･授業づくりを核として、「学び続ける教師」「授

業で勝負できる教師」「支え合える教師」の育成

を目指す。 

･臨時講師を含む若手教員を対象とした「教師な

んでも相談」を夜間開館日に開催する。 

職能研修 改善 ･職能に応じた専門性を高める。 

課題研修 改善 

･喫緊の教育課題（特別の教科道徳、体罰・非違

行為等の防止、危機管理〔いじめの問題〕、危機

管理〔自然災害〕、防災教育、消費者教育、情報

活用能力）の解決を目指し、姫路市立学校園全

体の教育力の向上や安全安心な学校づくりを支

援する。 

選択研修 

（パワーアップ研修講座）  
改善 

･教科指導や教科外指導、教養など幅広い分野に

関する教職員の多様な研修ニーズに応える。 

   

○事業の重点課題 

 

 

 

○評価指標 

指標項目 
平成 30 年度 

実績値 

令和元年度 

目標値 

資質・能力の向上に対する研修企画の有効度（※） 4.4 4.5 

指導力向上を図るために研修を活用している教職員の割合 81.8% 現状値以上 

  ※ 各研修受講後の受講者による５段階評価の平均値 

♦ 教職員の資質・能力の向上に資する研修の実施 
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（３）教育情報化の推進 

○主な事業 

事 業 名 種別 内  容 

教育情報化の推進 拡充 

･教職員研修事業や授業力向上支援事業と連携するととも

に、ＩＣＴを活用した「わかる授業」を一層推進すること

により、児童生徒の情報活用能力や確かな学力の向上を図

る。 

・各教科指導においてＩＣＴを活用したグループ学習等の協

働学習を活性化し、言語活動を充実させる。 

･小・中学校等のタブレット型パソコンの整備拡充 

･小・中・高等学校等の普通教育の無線 LAN の整備 

校務の情報化の推

進 
拡充 

・小・中学校における統一した操作環境、強固な情報セキュ

リティ等を備えた校務支援システムの利活用を図るととも

に、保健機能を充実する等、積極的に学校業務の見直しと

改善を推進する。 

･統合型校務支援システムの導入 

教育の情報化に関

する研究大会 
継続 

・情報発信力の育成におけるＩＣＴを活用した取組や成果を

共有し、さらなる実践につなげて行くため、プログラミン

グ教育等新学習指導要領を見据えた最新の教育動向につい

て学びを深める。 

･教育の情報化推進フォーラムの実施（R2.2.10） 

○事業の重点課題 

 

 

 

○評価指標 

指標項目 
平成 30 年度 

実績値 

令和元年度 

目標値 

デジタル教科書を効果的に活用している教員の割合 70.3% 75% 

ＩＣＴ機器（大型ディスプレイ・書画カメラ・指導者用Ｐ

Ｃ）を使って資料等の拡大表示をしたり、デジタル

教材を活用したりするなどの工夫をした授業を週に

１回以上行っている教職員の割合 

小学校 87.2% 88% 

中学校 65.1% 68% 

 

♦ 児童生徒の情報活用能力の育成や確かな学力の向上 

♦ 教員のＩＣＴを活用した授業づくりと指導力の向上及び校務の情報化の推進 
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２ 育成支援課事業の重点課題 

（１） 教育相談総合窓口 

○主な事業 

事 業 名 種別 内  容 

面接相談 継続 

･教育相談総合窓口として市民のニーズに応えるため、

月 1 回の課内研修、スーパーバイザーによる研修、指

導主事による検査の研修等を行うとともに、OJT によ

る研修を充実させ、教育相談スタッフの資質向上を図

る。 

訪問相談 継続 

・教育相談員や嘱託職員による学校園所訪問を積極的に

行い、個別の教育支援計画や個別の指導計画などの整

備を進めることで、学校園所の持つリソース（人的資

源や支援方法）の機能的な活用と学校園所における指

導の充実を図る。 

継続相談 改善 

・適応指導教室等の各ユニットによる継続相談体制の見

直しを更に進め、適切な継続相談体制の再構築と相談

スタッフの適正配置についての検討を行う。 

 

○事業の重点課題 

 

 

 

 

○評価指標 

指標項目 
平成３０年度 

実績値 

令和元年度 

目標値 

教育相談員、教育相談アドバイザーの資質向上に対す

る研修の有効度（※） 
 4.0 

相談における保護者の満足度 96.8% 97.0% 

   ※教育相談員、教育相談アドバイザーによる５段階評価の平均値 

 

 

 

 

♦ 課内研修やＯＪＴを通して教育相談を担うスタッフの更なる資質の向上 

♦ 相談者のニーズに応じた支援を進めるための、継続相談体制の見直し 
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（２）特別支援教育 

○主な事業 

事 業 名 種別 内  容 

教育支援事業 継続 

・就学相談にかかる教育支援が円滑に進むよう、必要な検査

や面接を着実に実施し、令和２年度の学級編成にかかる調

査を適切に行う。 

特別支援教育 

推進事業 
継続 

・市立３高を含めた、通級による指導の充実を図るために、

通級指導教室の適正配置並びに指導体制の検討を進める。 

・通常学校における医療的ケアに関して、具体的な方法等の

検討を進める。 

書写養護学校に

おける医療的ケ

ア業務 

継続 
・医療的ケアにかかる業務委託契約に基づき、一人一人の障

害の状況に応じた医療的ケアの更なる充実を図る。 

 

○事業の重点課題 

 

 

 

 

○評価指標 

指標項目 
平成３０年度 

実績値 

令和元年度 

目標値 

特別支援推進事業、教育支援（連携支援・地域支援）によ

って、児童生徒の不安・不適応が軽減されるなどの効果が

あったと答える教職員の割合  

81.6% 82.0% 

 

♦ 一人一人のニーズに応じた適切な教育的支援の実施     

♦ 特別支援教育推進会議における具体的方策の検討 
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（３）非行防止対策 

   ○主な事業 

事 業 名 種別 内  容 

補導活動 改善 

･児童生徒の現状や校区の実態を把握するために、学

校のみならず、警察、少年補導委員等の関係機関と

も情報交換をし、連携を密にして補導活動を展開す

る。 

予防啓発活動 改善 

･インターネットや有害情報に関する情報のフォロー

アップを積極的に行い、薬物乱用防止教室、ネット

トラブル対策講座の充実を図る。 

 

○事業の重点課題 

 

 

 

 

○評価指標 

指標項目 
平成３０年度 

実績値 

令和元年度 

目標値 

巡回補導における「声かけ」の回数 3,721 回 3,800 回 

薬物乱用防止教室の実施回数 44 回 50 回 

ネットトラブル対策講座の実施回数 26 回 30 回 

 

♦ 巡回補導の強化と学校や警察などの関係機関との連携の推進 

♦ 予防啓発活動の実施強化 


